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１ は じ め に 

 

近年、岩手県では除染を目的とした草地更新が進められ

てきたが、更新翌年の草地では主に実生の雑草が春に繁茂

し、収量低下の一因となっている。雑草対策には除草剤処

理による防除が有効だが、県内の草地において春期におけ

る除草剤処理が牧草の収量性に及ぼす影響は明らかにされ

ていない。そこで強害雑草であるエゾノギシギシを対象雑

草とした春の除草剤処理を行い、オーチャードグラス新播

草地での薬害や収量性に与える影響を検討した。 

 

２ 耕種概要及び試験方法 

 

(1)耕種概要 

1)試験場所：岩手県農業研究センター畜産研究所（岩手

県滝沢市、標高250ｍ） 

2)土壌分類：厚層腐植質黒ボク土 

3)栽培草種(品種)：オーチャードグラス(ポトマック) 

4)播種月日：2012年9月7日 

5)播種量：2.6㎏/10a 

6)施肥月日：2012年8月16日(造成時)、2013年4月16

日(春肥) 

7)施肥量(㎏/10a)：N-P-K＝7-14-7(造成時)、N-P-K＝

8-4-8(春肥) 

 

(2)試験方法 

1)供試薬剤 

アシュラム剤(商品名：アージラン液剤)とチフェンスル

フロンメチル剤(商品名：ハーモニー75DF水和剤)を供試し

た。 

2)試験区の構成 

アシュラム区は10aあたりの薬量を100ml、300ml、500ml

とした3水準とし、それぞれアシュラム100区、アシュラ

ム300区、アシュラム500区とした。チフェンスルフロン

メチル区は薬量を1g/10aの1水準とし、無処理区を併せ計

5区を設置した。各試験区の希釈水量は100L/10aとし、4m2

×2反復で試験を行った。 

3)薬剤処理時の草丈及び気象状況 

薬剤処理は2013年4月23日に実施した。処理時の草丈

はオーチャードグラス14.6㎝、エゾノギシギシ13.7㎝で

あり、処理日前日から当日にかけて降雨はなかった。処理

日前後の気象経過は表１の通りであった。 

4)薬害の判定と収量調査 

収量調査は薬害の判定と併せて2013年5月31日に実施

した。各試験区内のオーチャードグラス10個体について草

丈を測定し、目視による薬害症状の観察と併せて薬害を判

定した。収量調査については地上部10㎝の高さで区内中央

1m2を刈り取り、草種ごとに分けて生草重量を比較した。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1)除草剤処理による薬害 

 アシュラム区ではどの区においても除草剤処理20日後

ごろからオーチャードグラスの黄化症状が確認され、収量

調査時には無処理区と比較し有意に草丈が低かった。これ 
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